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市議会だより

なかまなかま

議長  堀田英雄・副議長  植本種實

ご
挨
拶

平
成
二
十
五
年
第
三
回
中
間
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
・
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

中
間
市
議
会
で
は
、市
職
員
に
よ
る
生
活
保
護
費
不
正
受
給
事
件
に
お

い
て
、議
会
と
し
て
チ
ェッ
ク
機
能
を
十
分
に
果
た
せ
な
か
っ
た
と
し
て
、市
民

の
皆
さ
ま
に
信
を
問
う
た
め
に
、六
月
七
日
に
自
主
解
散
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、今
回
選
挙
に
よ
っ
て
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
受
け
た
、新
た
な

中
間
市
議
会
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
事
件
の
真
相
究
明
と
再
発
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
と
と
も
に
、二
度
と
不
祥
事
を
起
こ
さ
せ
な
い
組
織
体
制
づ
く
り
を

執
行
部
と
と
も
に
遂
行
す
る
こ
と
で
、
市
議
会
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
議
会
の
活
動
に
つい
て
、よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　

長 　

堀　

田　

英　

雄

副
議
長 

植　

本　

種　

實
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1

堀
　
田
　
英
　
雄
78
歳① 8 回

② 長津一丁目 12 番 3 号

③ 福祉クラブ

5

宮
　
下
　
　
　
寛
71
歳① 6 回

② 垣生 239 番地

③ 日本共産党

9

草
　
場
　
満
　
彦
54
歳① 3 回

② 土手ノ内一丁目 26 番 7 号

③ 公明党

4

小
　
林
　
信
　
一
63
歳① 1 回

② 土手ノ内一丁目 33 番 7 号

③ 中間クラブ

8

掛
　
田
　
る
み
子
54
歳① 4 回

② 中央三丁目 24 番 10 号

③ 公明党

2

植
　
本
　
種
　
實
64
歳① 5 回

② 垣生 9 組 1

③ 中間クラブ

6

青
　
木
　
孝
　
子
68
歳① 5 回

② 通谷二丁目 35 番 23 号

③ 日本共産党

10

中
　
尾
　
淳
　
子
66
歳① 3 回

② 扇ケ浦三丁目 1 番 15 号

③ 公明党

3

田
　
口
　
善
　
大
25
歳① 1 回

② 東中間二丁目 16 番 8 号

③ 中間クラブ

7

田
　
口
　
澄
　
雄
63
歳① 2 回

② 通谷一丁目 14 番 35 号

③ 日本共産党

11

山
　
本
　
慎
　
悟
60
歳① 7 回

② 浄花町 7 番 16 号

③ 福祉クラブ

新
議
員
の
紹
介

※
議
席
番
号
順

【 

① 

当
選
回
数　

② 
住
所　

③ 

所
属
会
派 

】

人
事
紹
介

遠
賀
中
間
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　

田　

口　

澄　

雄

　
　
　
　

下　

川　

俊　

秀

　
　
　
　

米　

満　

一　

彦

中
間
市
行
橋
市
競
艇
組
合

議
会
議
員

　
　
　
　

堀　

田　

英　

雄

　
　
　
　

山　

本　

慎　

悟

　
　
　
　

佐
々
木　

晴　

一

堀
川
水
利
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　

下　

川　

俊　

秀

農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　

宮　

下　
　
　

寛

　
　
　
　

原　

田　

隆　

博

監
査
委
員

　
　
　
　

山　

本　

慎　

悟
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13

安
　
田
　
明
　
美
66
歳① 3 回

② 弥生一丁目 1 番 35 号

③ 福祉クラブ

17

井
　
上
　
太
　
一
62
歳① 7 回

② 垣生 34 組

③ 新創会

12

佐
々
木
　
晴
　
一
55
歳① 4 回

② 中尾二丁目 2 番 10 号

③ 福祉クラブ

16

下
　
川
　
俊
　
秀
61
歳① 4 回

② 岩瀬二丁目 3 番 18 号

③ 新創会

14

中
　
野
　
勝
　
寛
39
歳① 2 回

② 土手ノ内二丁目 25 番 15 号

③ 自由民主党勝友会

18

片
　
岡
　
誠
　
二
47
歳① 5 回

② 鍋山町 1 番 1 号

③ 自民党中間市議団 

15

原
　
田
　
隆
　
博
51
歳①  3 回

② 上底井野 1663 番地

③ 新創会

19

米
　
満
　
一
　
彦
71
歳① 6 回

② 通谷二丁目 3 番 6 号

③ 自民党中間市議団

新議員の紹介

　

議　

長　

堀　

田　

英　

雄

　

副
議
長　

植　

本　

種　

實

　

委
員
長　

佐
々
木　

晴　

一

　
副
委
員
長　

田　

口　

澄　

雄

　

委　

員　

小　

林　

信　

一

　
　

〃　
　

掛　

田　

る
み
子

　
　

〃　
　

下　

川　

俊　

秀

　
　

〃　
　

片　

岡　

誠　

二

❖
総
合
政
策
委
員
会

　

委
員
長　

下　

川　

俊　

秀

　
副
委
員
長　

中　

野　

勝　

寛

　

委　

員　

小　

林　

信　

一

　
　

〃　
　

田　

口　

澄　

雄

　
　

〃　
　

掛　

田　

る
み
子

　
　

〃　
　

山　

本　

慎　

悟

❖
市
民
厚
生
委
員
会

　

委
員
長　

安　

田　

明　

美

　
副
委
員
長　

青　

木　

孝　

子

　

委　

員　

植　

本　

種　

實

　
　

〃　
　

中　

尾　

淳　

子

　
　

〃　
　

井　

上　

太　

一

　
　

〃　
　

米　

満　

一　

彦

❖
産
業
消
防
委
員
会

　

委
員
長　

原　

田　

隆　

博

　
副
委
員
長　

宮　

下　
　
　

寛

　

委　

員　

堀　

田　

英　

雄

　
　

〃　
　

田　

口　

善　

大

　
　

〃　
　

草　

場　

満　

彦

　
　

〃　
　

佐
々
木　

晴　

一

　
　

〃　
　

片　

岡　

誠　

二

正

副

議

長

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会



議 会 日 誌
	 9 ～ 10日	 	中間市立病院を考える特別委員会行政視察（佐賀県武雄市）

	 15日	 	和歌山県有田市議会　文教厚生委員会行政視察来市

	 17日	 	議会運営委員会／編集委員会

	 22日	 	全国市議会議長会定期総会（東京都千代田区）

	 24日	 	中間市行橋市競艇組合議会

	 30日	 	代表者会議／議会運営委員会

2013
 5月

	 4 ～ 7日	 平成 25年 6月中間市議会定例会

	 4日	 本会議

	 5日	 全員協議会

	 6日	 議会運営委員会／本会議

	 7日	 本会議　【中間市議会自主解散】

2013
 6月

	 14日	 中間市議会議員選挙

	17・19・22日	 代表者会議

	 25～ 31日	 平成 25年 7月中間市議会臨時会

	 25日	 本会議

	 26日	 総合政策委員会／産業消防委員会

	 29日	 総合政策委員会／産業消防委員会

	 	 ／代表者会議
	 31日	 本会議

2013
 7月

代表者会議
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中
間
市
議
会
は
六
月

七
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、佐
々
木
晴
一
議
員

よ
り
市
議
会
の
解
散
を

求
め
る
動
議
が
提
出
さ

れ
、記
名
投
票
で
採
決
を

行
っ
た
結
果
、賛
成
十
三

票
、反
対
三
票（
退
席
三

人
）で
可
決
し
、市
議
会

は
即
日
解
散
し
ま
し
た
。

動
議
の
趣
旨

　

	　

今
回
の
生
活
保
護
費

不
正
受
給
事
件
の
責
任

は
、ト
ッ
プ
で
あ
る
松

下
市
長
に
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
が
、市
長

と
同
格
で
あ
る
市
議
会

も
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
失
態
は
明
白
で

あ
る
。

　

	　

市
民
の
信
頼
を
地
に

失
墜
さ
せ
た
責
任
は
、

市
長
と
議
会
と
も
に
重

い
も
の
が
あ
る
。

　

	　

選
挙
で
選
ば
れ
た
市

長
と
市
議
会
議
員
の
責

任
の
取
り
方
は
、選
挙

で
市
民
に
信
を
問
う
以

外
に
な
い
。

賛
成
し
た
議
員

（
議
席
番
号
順
）

　

佐
々
木　

晴　

一

　

植　

本　

種　

實

　

中　

野　

勝　

寛

　

片　

岡　

誠　

二

　

堀　

田　

英　

雄

　

山　

本　

慎　

悟

　

安　

田　

明　

美

　

藤　

本　

利　

彦

　

原　

田　

隆　

博

　

古　

野　

嘉　

久

　

下　

川　

俊　

秀

　

米　

満　

一　

彦

　

井　

上　

太　

一

　
　
　
　
　

以
上
十
三
名

反
対
し
た
議
員

（
議
席
番
号
順
）

　

宮　

下　
　
　

寛

　

青　

木　

孝　

子

　

田　

口　

澄　

雄

　
　
　
　
　
　

以
上
三
名

※
根
拠
法
令

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

解
散
に
関
す
る
特
例
法

　

	　

議
員
数
の
四
分
の
三

以
上
の
者
が
出
席
し
、

そ
の
五
分
の
四
以
上
の

者
が
賛
成
す
れ
ば
、議

会
を
自
主
解
散
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

中
間
市
議
会
の
自
主

解
散
に
つ
い
て
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生
活
保
護
費
の
基
準
引
き

下
げ
が
実
施
さ
れ
た
場
合

の
影
響
緩
和
策
に
つ
い
て

　

	　

生
活
保
護
の
基
準
額

が
下
が
っ
た
場
合
、市

県
民
税
の
課
税
最
低
所

得
の
金
額
は
。

課 

税
課
長　

現
時
点
で

は
、詳
細
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

議	

員　

介
護
保
険
の
保
険

料
の
減
免
は
生
活
保
護

基
準
額
の
一
・
三
倍
で

す
が
、八
月
か
ら
生
活

保
護
基
準
の
引
き
下
げ

が
あ
っ
た
場
合
の
適
用

は
。

介	

護
保
険
課
長　

八
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

議	

員　

生
活
保
護
の
基
準

が
下
が
っ
た
た
め
に
、

市
県
民
税
が
、今
ま
で

本
人
非
課
税
で
ラ
ン
ク

一
、二
、三
の
人
が
、本

人
課
税
に
か
わ
っ
て
五

に
な
っ
た
場
合
の
保
険

料
は
。

介	

護
保
険
課
長　

月
額
で

五
千
九
百
九
十
八
円
で

す
。

議	

員　

一
番
多
い
人
で
一

月
当
た
り
三
千
六
百
円

も
上
が
る
の
で
、折
に

触
れ
て
こ
う
い
う
問
題

に
つ
い
て
は
横
の
つ
な

が
り
、縦
の
つ
な
が
り

で
発
信
を
し
て
ほ
し
い

と
思
う
が
。

市	

長　

本
市
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
の
で
、連
携

を
図
り
な
が
ら
、対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議	

員　

就
学
援
助
の
対

象
は
、生
活
保
護
費
基

準
額
の
一
・
二
五
倍
で

す
が
、八
月
か
ら
生
活

保
護
基
準
の
引
き
下
げ

が
あ
っ
た
場
合
の
適
用

は
。

学	

校
教
育
課
長　

今
年
度

は
現
行
ど
お
り
の
基
準

で
実
施
し
、来
年
度
以

降
も
で
き
る
だ
け
影
響

を
受
け
な
い
よ
う
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議 

員　

同
じ
行
政
の
中

で
、介
護
保
険
は
一
・

三
倍
、就
学
援
助
は
一
・

二
五
倍
に
な
っ
て
い
る

が
、統
一
す
べ
き
で
は
。

市	

長　

検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

減
免
の
通
院
へ
の
拡
大
に

つ
い
て

　

	　

国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
の
一
部
負
担
金

の
窓
口
減
免
は
、入
院

の
み
減
免
制
度
が
あ
る

が
、生
活
保
護
の
基
準

の
引
き
下
げ
が
あ
っ
た

場
合
の
適
用
は
。

健	

康
増
進
課
長　

国
の
補

助
基
準
の
見
直
し
に
合

わ
せ
て
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議	
員　

通
院
の
減
免
は
ぜ

ひ
と
も
必
要
だ
と
思
う

が
。

市	

長　

現
状
を
維
持
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
口
澄
雄
議
員

（
日
本
共
産
党
）

6月定例会「 一 般 質 問 」

健康増進課窓口

保
健
事
業
に
つ
い
て

　

	　

乳
幼
児
健
診
の
受
診

率
と
、未
受
診
者
へ
の

対
策
は
。

保	

健
福
祉
部
長　

二
十
四

年
度
の
実
績
で
は
、四

カ
月
児
健
診
九
十
七
・

八
％
、七
カ
月
児
健
診

九
十
五
・
五
％
、一
歳

六
カ
月
児
健
診
九
十

三
・
九
％
、三
歳
児
健

診
八
十
九
・
九
％
で
す
。

　

	　

未
受
診
者
に
は
、保

健
師
が
訪
問
指
導
を
実

施
し
、母
子
へ
の
健
康

指
導
に
努
め
て
い
ま

す
。

議	

員　

特
定
健
康
診
査
の

対
象
者
数
と
受
診
率
の

推
移
は
。

健	

康
増
進
課
長　

二
十

三
年
度
は
二
十
三
・

四
％
、二
十
四
年
度
は

約
二
十
四
％
程
度
で

す
。

議	

員　

未
受
診
者
へ
の
働

き
か
け
は
。

健	

康
増
進
課
長　

保
健

師
、栄
養
士
に
よ
る
未

受
診
者
訪
問
、地
域
へ

の
健
康
講
座
、健
診
実

施
の
体
制
の
充
実
、医

療
機
関
等
の
連
携
を
重

点
的
に
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議	

員　

保
健
予
防
活
動
の

一
層
の
強
化
の
た
め
に

は
、保
健
師
の
増
員
配

置
を
図
る
べ
き
で
は
。

市	

長　

検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

	　

昨
年
四
月
の
介
護
保

険
制
度
の
改
悪
で
、訪

問
介
護
の
際
の
生
活
援

助
の
時
間
が
短
縮
さ
れ

た
。影
響
な
ど
の
実
態

調
査
を
行
い
、改
善
を

図
る
べ
き
で
は
。

保	

健
福
祉
部
長　

実
態
調

査
を
実
施
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
	　

た
だ
し
、今
後
も
適

正
か
つ
効
率
的
な
ア
セ

ス
メ
ン
ト
及
び
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、利

用
者
の
負
担
が
増
加
し

な
い
よ
う
な
形
で
、生

活
援
助
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て

　

	　

教
室
の
望
ま
し
い

温
度
は
夏
が
二
十
五
度

か
ら
二
十
八
度
、冬
が

十
八
度
か
ら
二
十
度
と

な
っ
て
い
て
、現
実
は

余
り
に
も
乖
離
し
て
い

る
と
思
う
が
、ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。

教	

育
長　

全
小
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

予
算
を
確
保
す
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
状
況

で
す
。

　

	　

ま
ず
、図
書
室
の
エ

ア
コ
ン
未
設
置
を
解
消

し
た
い
と
考
え
て
い

て
、今
年
度
は
中
間
西

小
学
校
の
図
書
室
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
計

画
で
す
。

青
木
孝
子
議
員

（
日
本
共
産
党
）

保健センター
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
施

に
つ
い
て

　

	　

市
長
は
記
者
会
見

で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
実
現
す
る
と
言
わ

れ
た
が
、具
体
的
に
ど

う
い
う
形
で
行
お
う
と

し
て
い
る
の
か
。

市	

長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
導
入
検
討
会
で
検

討
を
し
て
い
ま
す
。ま

だ
結
論
は
出
て
い
ま
せ

ん
が
、私
の
思
い
と
す

れ
ば
、あ
の
坂
道
対
策

等
を
し
っ
か
り
や
ら
な

い
と
、お
年
寄
り
は
大

変
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

　

	　

校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
や
防
災
組
織
を

校
区
単
位
で
立
ち
上
げ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、地
域
か
ら
そ
の
よ

う
な
お
話
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い

も
込
め
て
、そ
の
よ
う

な
思
い
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

議	

員　

こ
れ
ま
で
も
市
長

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
や
ら
な
い
と
は
言
わ

な
い
。や
ら
な
き
ゃ
い

か
ん
と
言
わ
れ
る
が
、

そ
れ
を
も
う
少
し
具
体

的
な
形
で
リ
ー
ド
す
る

よ
う
な
方
向
と
い
う

の
が
出
て
こ
な
い
と
、

市
民
に
と
っ
て
は「
ま

た
か
」と
い
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
と
思
う

が
。

市	
長　

市
民
の
代
表
者
で

あ
る
議
員
の
皆
さ
ま
方

の
意
見
等
も
尊
重
し
な

が
ら
、ま
た
私
の
強
い

思
い
と
い
う
こ
と
も
含

め
て
、や
は
り
導
入
検

討
会
で
一
度
し
っ
か
り

し
た
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

公
契
約
に
つ
い
て

　

	　

二
年
半
前
、公
契
約

条
例
に
つ
い
て
議
会
で

取
り
上
げ
た
が
、そ
の

後
、ど
う
い
う
取
り
組

み
を
さ
れ
た
の
か
。

市	

長　

建
設
業
に
お
い
て

は
、最
低
制
限
価
格
の

公
表
を
事
前
、事
後
と

も
未
公
表
に
し
て
い
ま

す
。

　

	　

最
低
制
限
価
格
を

公
表
す
る
と
、そ
れ
を

目
指
し
て
の
過
当
競
争

等
を
生
ん
で
し
ま
う
の

で
、そ
の
よ
う
な
競
争

を
抑
制
す
る
措
置
は
講

じ
て
い
ま
す
。

議	
員　

直
方
市
で
は
、公

契
約
条
例
の
施
行
が
来

年
四
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
。中
間
市
が
公
契

約
条
例
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
は
、中
間
市
が

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
つ

く
っ
て
い
か
な
い
と
い

う
姿
勢
を
示
す
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
。

市	

長　

制
度
の
趣
旨
は
理

解
し
て
い
ま
す
。今
後
、

い
ろ
ん
な
情
報
収
集
を

し
な
が
ら
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

6月定例会「 一 般 質 問 」

宮
下
寛
議
員

（
日
本
共
産
党
）

遠賀町のコミュニティバス

中
間
市
立
病
院
の
建
て
替

え
に
つ
い
て

　

	　

経
営
の
改
善
や
最
先

端
医
療
の
導
入
や
耐
震

化
の
た
め
に
も
、私
も

建
て
替
え
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

	　

昨
年
の
九
月
議
会

で
、建
て
替
え
の
基
準

に
つ
い
て
の
質
問
に
、

市
長
は
経
常
収
支
比

率
百
％
、医
業
収
支
比

率
百
％
、病
床
利
用
率

百
％
と
い
う
回
答
で
し

た
が
、い
つ
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
三
つ

の
目
標
を
達
成
す
る
の

か
。

市	

長　

難
し
い
数
字
で

す
が
、少
し
で
も
経
営

改
善
に
向
か
う
努
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
	　

建
て
替
え
の
具
体
的

な
時
期
、今
後
の
計
画

等
に
つ
い
て
は
、議
会

と
十
分
に
協
議
を
し
な

が
ら
検
討
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

中
鶴
地
区
の
住
環
境
に
つ

い
て

　

	　

中
鶴
地
区
の
公
営
住

宅
は
、築
年
数
が
古
く

耐
震
強
度
的
に
も
今
の

耐
震
基
準
に
は
対
応
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

	　

ま
た
、高
齢
化
し
た

入
居
者
に
対
す
る
設
備

不
足
や
、若
い
世
代
の

た
め
の
駐
車
場
に
も
不

備
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。何
よ
り
、近
隣
に
暴

力
団
事
務
所
が
あ
る
が

ゆ
え
に
、子
ど
も
を
持

つ
世
帯
は
、い
つ
も
不

安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

	　

具
体
的
に
、ど
の
よ

う
に
中
鶴
地
区
を
改
革

し
て
い
く
の
か
。

市	

長　

市
営
住
宅
整
備
基

準
に
基
づ
き
、市
の
施

策
に
応
じ
た
、バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
市
営

住
宅
に
建
て
替
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議	

員　

中
鶴
地
区
の
極
政

組
事
務
所
に
移
転
し
て

も
ら
う
方
法
は
考
え
て

い
る
の
か
。

市	

長　

危
険
度
の
高
い
五

階
建
て
の
店
舗
付
き
市

営
住
宅
を
、あ
の
位
置

に
建
て
替
え
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、組
事
務

所
も
、市
営
住
宅
建
て

替
え
の
支
障
物
件
と
い

う
こ
と
で
、移
転
の
お

願
い
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
、そ
の
と

き
に
は
解
消
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る

綱
紀
粛
正
に
つ
い
て

　

	　

職
員
倫
理
審
査
会
を

中
間
市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
委
員
会
と
い
う
組

織
に
改
め
て
、調
査
権

限
も
与
え
る
よ
う
で
す

が
、そ
の
調
査
権
限
の

範
囲
は
。

総	

務
部
長　

調
査
権
の
内

容
に
つ
い
て
は
、今
後
、

具
体
的
に
検
討
し
ま

す
。

佐
々
木
晴
一
議
員

（
中
間
ク
ラ
ブ
）

中鶴地区の市営住宅
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生
活
保
護
費
不
正
受
給
事

件
に
つ
い
て

　

	　

警
察
に
押
収
さ
れ
た

関
係
書
類
は
返
還
さ
れ

た
の
か
。

保	

健
福
祉
部
長　

返
還
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

議	

員　

業
務
に
支
障
は
出

て
い
な
い
の
か
。

生	

活
支
援
課
長　

押
収
さ

れ
た
保
護
台
帳
に
関

し
て
は
、一
年
分
程
度

を
コ
ピ
ー
を
と
っ
て

お
り
、電
話
に
よ
る
問

い
合
わ
せ
を
十
数
回

し
て
い
ま
す
。廃
止
台

帳
は
コ
ピ
ー
を
と
っ

て
い
な
い
の
で
、
折

尾
警
察
署
に
出
向
い

て
台
帳
を
確
認
す
る

と
い
う
手
間
暇
は
か

か
っ
て
い
ま
す
。

議	

員　

現
場
の
業
務
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

	　

一
日
も
早
く
関
係
書

類
を
戻
し
て
も
ら
う
た

め
に
努
力
は
さ
れ
た
の

か
。

保	

健
福
祉
部
長　

警
察
に

は
何
度
も
返
還
の
申

し
出
は
行
い
ま
し
た

が
、返
還
で
き
な
い
と

い
う
回
答
で
し
た
。

議	

員　

生
活
支
援
課
に
不

正
受
給
の
再
発
防
止

策
と
し
て
、新
規
申
請

者
面
接
員
を
四
月
一

日
よ
り
配
属
さ
れ
た

が
、五
月
末
で
退
職
し

て
い
る
。こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。

市	

長　

本
人
の
事
情
に
よ

り
、退
職
願
が
急
に
出

ま
し
た
。後
任
に
つ
い

て
は
早
急
に
対
応
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、

専
門
性
の
高
い
部
分

な
の
で
、し
っ
か
り
検

討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議	

員　

市
長
は
、「
六
月
、

七
月
分
の
給
料
及
び

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
は
要

り
ま
せ
ん
」
と
言
わ

れ
、職
員
に
つ
い
て
は

五
月
三
十
一
日
付
で

三
名
の
免
職
も
発
表

し
た
が
、
市
長
自
身

も
そ
の
日
に
責
任
を

と
っ
た
と
理
解
し
て

よ
い
の
か
。

市	

長　

責
任
と
い
う
よ

り
、私
に
対
す
る
懲
戒

と
い
う
意
識
で
い
ま

す
。

　

	　

私
の
代
で
起
き
た
こ

の
よ
う
な
事
件
を
、私

が
き
っ
ち
り
最
後
ま
で

決
着
を
つ
け
、市
民
へ

の
信
頼
回
復
の
た
め
に

全
力
で
取
り
組
む
こ
と

が
私
の
使
命
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

議	

員　

二
期
八
年
の
間

に
九
回
も
の
不
祥
事

を
繰
り
返
し
、市
政
へ

の
信
頼
を
著
し
く
失

墜
さ
せ
た
市
長
の
政

治
的
責
任
は
き
わ
め

て
重
く
、職
員
を
処
分

し
、自
身
の
給
料
を
下

げ
て
済
む
ほ
ど
軽
い

も
の
で
は
な
い
。

生
活
保
護
費
不
正
受
給
事

件
に
つ
い
て

　

	　

き
の
う
の
全
員
協

議
会
で
、市
長
は
冒
頭
、

議
員
に
対
し
て
は
、お

わ
び
の
言
葉
と
挨
拶

を
さ
れ
ま
し
た
が
、た

く
さ
ん
の
傍
聴
者
の
市

民
の
方
に
は
お
わ
び
も

な
く
、挨
拶
も
な
く
、そ

れ
で
始
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。私
は
、大
変
残
念
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

	　

多
く
の
市
民
の
方
が

見
ら
れ
て
い
る
、傍
聴

に
来
て
い
た
だ
い
て
い

る
、そ
れ
か
ら
ま
た
、外

部
の
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー

で
見
ら
れ
て
い
る
多
く

の
市
民
の
皆
様
に
対
し

て
、一
言
何
で
お
わ
び

が
で
き
な
か
っ
た
の
か

な
と
、そ
の
辺
が
非
常

に
残
念
で
す
。

　

	　

そ
の
点
に
つ
い
て
、

市
長
の
気
持
ち
は
。

市	

長　

私
ど
も
は
、議
員

さ
ん
が
市
民
の
代
表

と
い
う
強
い
認
識
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

	　

当
然
、
そ
の
よ
う

に
、議
員
さ
ん
方
へ
の

お
わ
び
は
冒
頭
申
し
上

げ
ま
し
た
け
ど
も
、傍

聴
席
、ま
た
、テ
レ
ビ
モ

ニ
タ
ー
を
通
じ
て
市
民

の
皆
様
方
に
お
わ
び
申

し
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、本
当
に
反
省
を
し

て
い
ま
す
。

　

	　

改
め
て
、き
ょ
う
も

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
見

て
お
ら
れ
る
方
が
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
こ
の
よ
う
に
三
名

も
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う

不
祥
事
が
起
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
て
、管
理

監
督
責
任
を
十
分
痛
感

を
し
て
い
ま
す
。

　

	　

市
民
の
皆
さ
ま
方
に

対
し
て
、心
よ
り
深
く

お
わ
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

	　

本
当
に
申
し
わ
け
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

藤
本
利
彦
議
員

（
新
創
会
）

原
田
隆
博
議
員

（
新
創
会
）

新聞記事

新聞記事
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6月定例会「 一 般 質 問 」

中
間
市
立
病
院
の
経
営
形

態
に
つ
い
て

　

	　

有
識
者
会
議
の
答
申

の
中
で
、経
営
形
態
に

つ
い
て
は
地
方
公
営
企

業
法
の
全
部
適
用
に
早

期
に
移
行
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
あ
っ
た
。

市
長
の
お
考
え
は
。

市	

長　

現
在
、医
療
に
も

病
院
経
営
に
も
経
験
の

あ
る
人
材
を
探
し
て
い

る
段
階
で
す
。具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
形
で
導

入
す
る
の
が
最
適
で
あ

る
か
も
含
め
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

議	

員　

市
長
の
選
挙
公
約

の
中
に
市
立
病
院
建
て

替
え
が
明
記
さ
れ
て
あ

り
、公
の
場
で
も
建
て

替
え
を
公
言
さ
れ
て
い

る
が
、建
て
替
え
は
決

定
事
項
な
の
か
。

市	

長　

議
会
に
お
諮
り
す

る
と
い
う
の
が
、一
つ

の
ル
ー
ル
で
す
の
で
、

決
定
し
た
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長
の
市
政
運
営
の
姿
勢

に
つ
い
て

　

	　

相
撲
道
場
の
整
備
費

四
千
九
百
八
十
八
万
円

を
全
額
カ
ッ
ト
す
る
修

正
案
可
決
後
、新
聞
記

者
の
取
材
に
対
し
、市

長
は「
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
と
か
、再
提
出

す
る
か
考
え
る
」と
話

さ
れ
て
い
た
が
、こ
の

真
意
は
。

市	

長　

否
決
さ
れ
た
理

由
の
中
に
相
撲
人
口
の

話
が
あ
り
ま
す
の
で
、

否
決
さ
れ
た
理
由
の
一

つ
、二
つ
は
し
っ
か
り

ク
リ
ア
し
て
再
提
出
し

た
い
と
い
う
思
い
は
あ

り
ま
す
。

生
活
保
護
費
不
正
受
給
事

件
に
つ
い
て

　

	　

事
件
の
真
相
と
原
因

の
究
明
の
た
め
に
、ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
の
か
。

総	

務
部
長　

一
つ
目
は
、

三
月
十
八
日
に
設
置
し

た
生
活
保
護
費
不
正
受

給
調
査
委
員
会
で
、現

在
三
十
四
名
の
係
長
級

職
員
が
点
検
調
査
を
し

て
い
ま
す
。ま
た
、専
門

家
に
よ
る
第
三
者
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、よ
り

完
成
度
の
高
い
実
効
性

の
あ
る
再
発
防
止
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
	　

二
つ
目
の
対
策
と
し

て
は
、職
員
倫
理
審
査

会
で
、弁
護
士
等
外
部

の
有
識
者
を
新
た
な
委

員
と
し
て
委
嘱
を
し
、

職
員
の
意
識
改
革
、組

織
体
制
の
確
立
や
内
部

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

な
ど
、庁
内
に
お
け
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

推
進
や
再
発
防
止
に
つ

い
て
の
審
議
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

草
場
満
彦
議
員

（
公
明
党
）

中間市立病院
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7月臨時会「委員会報告」

【 

条
例 

】

中
間
市
職
員
倫
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

今
回
の
改
正
は
、不
祥
事
の
再

発
防
止
と
、庁
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
体
制
の
再
構
築
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、

「
倫
理
」よ
り
も
幅
広
い
意
味
を

含
む「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」と

い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
や
、コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
所

掌
事
項
に「
公
益
通
報
」に
関
す

る
事
項
を
加
え
る
こ
と
、委
員
の

任
期
を
二
年
か
ら
三
年
に
延
長

す
る
こ
と
、そ
し
て
、庁
内
に
新

た
に
庁
内
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

会
議
を
設
置
し
て
、具
体
的
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

中
間
市
職
員
等
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例

今
回
の
改
正
は
、国
家
公
務
員

の
給
与
減
額
支
給
措
置
に
準
じ
、

来
年
三
月
ま
で
の
間
、福
岡
県
と

同
水
準
の
減
額
措
置
を
実
施
す

る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

一
般
職
の
職
員
は
、役
職
に
応

じ
、給
料
月
額
の
九
・
七
七
％
か

ら
四
・
七
七
％
、管
理
職
手
当
の

十
％
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
、特
別

職
に
つ
い
て
も
、市
長
は
給
与
月

額
及
び
期
末
手
当
の
二
十
％
、副

市
長
は
十
五
％
、教
育
長
は
同
十

二
％
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も

の
で
す
。

な
お
、討
論
に
お
い
て
、委
員

か
ら「
地
方
公
務
員
給
与
の
減
額

は
国
に
よ
る
地
方
自
治
へ
の
介

入
で
あ
り
、地
域
経
済
へ
与
え
る

影
響
も
大
き
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
反
対
で
あ
る
」と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

【	

そ
の
他	

】

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
す
る
路
線
は
、新
土
手
十

九
号
線
、中
ノ
谷
九
号
線
、通
谷

団
地
百
八
十
四
号
線
の
三
路
線

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
報
告

7
月
臨
時
会
で
各
常
任
委
員
長
が
報
告
し
た
審
査
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

総
合
政
策
委
員
会

産
業
消
防
委
員
会

パソコンやスマートフォンで
市議会が視聴できます。

市議会では、従来の公共施設での生中継に加えて、市民の皆さんがご自宅等で、
いつでも議会の様子がご覧になれるよう、インターネットを利用した、

「中間市議会録画中継チャンネル」の配信を始めました。

中間市のホームページから

　　　　　　　　　　　　をクリックして、
をクリックすると、
６月４日以降の本会議及び議場で行われた会議が
ご覧になれます。
なお、YouTube上で配信している録画中継の映像
及び音声等は、中間市議会の公式記録ではありま
せん。公式記録については、会議録をご覧ください。
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有料広告募集のお知らせ
中間市議会では、市議会だより発行のための財源確保を目的として

市議会だよりに有料広告の掲載を行います。

広告掲載は、中間市と広告掲載業務契約を締結した
広告取扱業者が、市議会だよりなかま広告取扱要綱
に基づいて行います。広告掲載を希望される事業者
の方は、下記までお問い合わせください。

・広告についての申込・問合先
　株式会社ホープ ☎ 092（716）1404
（広告の掲載スペースはこの枠及び右枠の 2枠です）

有料広告枠 ①
市議会だよりなかまの概要
・ 発行部数：市内全戸配布（18,700部）及び公共施設

・ 発行回数：年4回（5・8・11・2月の25日）
 広告の掲載は、11月25日号からの予定です。

・ 「市議会だよりなかま」に掲載される広告について、
 中間市がその内容を保証するものではありません。

有料広告枠 ②

市　長　提　出　議　案
議案番号 件　　名 議決結果

同意案第1号 監査委員の選任について 不 同 意

承認第 4 号 専決処分を報告し、承認を求めることについて
（中間市市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

承認第 5 号 専決処分を報告し、承認を求めることについて
（中間市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　　認

承認第 6 号 専決処分を報告し、承認を求めることについて
（中間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　　認

承認第 7 号 専決処分を報告し、承認を求めることについて
（損害賠償の額を定め、和解することについて） 承　　認

承認第 8 号 専決処分を報告し、承認を求めることについて
（中間市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例） 承　　認

市　長　提　出　議　案
議案番号 件　　名 議決結果

同意案第2号 監査委員の選任について 同　　意

承認第 9 号 専決処分を報告し、承認を求めることについて
（平成25年度中間市一般会計補正予算（第1号）） 承　　認

承認第10号 専決処分を報告し、承認を求めることについて
（平成25年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第1号）） 承　　認

承認第11号 専決処分を報告し、承認を求めることについて
（平成25年度中間市住宅新築資金等特別会計補正予算（第1号）） 承　　認

第38号議案 中間市職員倫理条例の一部を改正する条例 原案可決

第39号議案 中間市職員等の給与の臨時特例に関する条例 原案可決

第40号議案 中間市道路線の認定について 原案可決

6月定例会で議決された議案

7月臨時会で議決された議案
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